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茶を学ぶ！
①お茶の現状、課題、先行事例などを知る

静岡県立大学 茶学総合研究センター 中村順行
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国内生産量 輸出量 輸入量 国内消費量

内需による
発展期

多様化による維持期

⇔ 実生茶園 ⇔ 栄養繁殖茶園 ⇔   ？
⇔ 手摘み ⇔ 手ばさみ ⇔ 可搬型 ⇔ 乗用型 ⇔ ？
⇔ 手揉み ⇔ 6貫機 ⇔ 背面粗揉機 ⇔ ２４０ｋ機 ⇔ ？
⇔   各種地方茶 ⇔ 輸出用茶 ⇔ 煎茶 (ＲＴＤ) ⇔ ?
⇔ 自給肥料 ⇔ 化学肥料 ⇔ 多施肥 ⇔ 効率施肥 ⇔ ？
⇔ 天然素材 ⇔ 化学合成薬剤 ⇔ 広スペクトル薬剤 ⇔ 狭スペクトル薬剤⇔ＩＰＭ ⇔ ？

栄養繁殖生産方式に
よるイノベーション

技術の断絶

機械開発による
イノベーション

ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ

簡便化に対する
イノベーション

外需による発展期

茶業の産業化以降の需給とイノベーションの推移

3摘採は手摘みから機械摘みに変わり、著しく摘採能率を向上してきた。製造は手揉みから機
械化され、徐々に投入量を増加させるとともに最近ではコンピュータ制御による自動化に技術
革新したことで、日本独自の生産加工技術を確立し、品質の高位平準化に貢献してきた

手摘み 可搬型摘採機 乗用型摘採機

手揉み 機械揉み ＦＡ対応機械揉み

緑茶生産方法の推移

八百屋（煮物） スーパー（サラダ） コンビニ（サラダ）

茶の飲用スタイルの変化

ライフスタイルが変われば、
必要なお茶も飲み方も変
わる。
⇒対応したお茶とその栽

培加工技術が必要（販売
方法も変わる）

消費者の茶の購入金額は堅調

昭和30～40年代に全国に煎茶が普及。昭和50年代は作れば儲かってい
た時代。RTDの出現により茶にかける経費は上昇、堅調。

緑茶缶ドリ
ンク急増
(1992)

6

荒
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消費者の飲用量(浸出液)も堅調 しかし、リーフ茶の消費は激減
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静岡茶市場の取扱量の推移(一番茶) 生産は低迷化

県内の茶栽培面積・農家数・生産量の推移

栽培農家の規模の推移

緑茶の生産実態の推移

日本における中山間地と平坦地に
おける茶園面積の推移

栽培面積ha
生産量 ｔ
農家数 戸

中山間地や斜
面は荒廃茶園
が急増している

11

伸びている茶種もある

番茶の生産量の推移

ティーバッグ販売量の推移

急須いらずの簡便化

時代の要求に応じて生産量が増大

RTD

素材

てん茶生産量の推移

簡便化、食品素材、
機能性など

12

茶の多用途利用

表 茶の新需要の事例  

区 分  需 要 分 野 と 応 用 例  

茶 と し て 利

用  

水出し茶、各種発酵茶、新香味茶、ギャバロン茶、低カフェ
イン茶、濃縮茶、混合茶 など  

飲用・形態を

変えて利用  

ドリンク茶、ティバッグ、インスタントティ、粉末茶、微粉
末茶 (食用、即席飲用、酒割用 )、カード茶、錠剤茶、カプセ
ル茶、茶ワイン、緑茶酒、スポーツ飲料、カテキン粉末など  

食品・食用と

して利用  

☆ 形態を変えてそのまま食用として利用  
☆ 食品素材として利用  

「素材」「食品」「菓子類」「その他」健康補助食品  

飲 食 料 以 外

に利用  

☆ 衣料用など  
☆ 医療用  
☆ 化粧品、石鹸用など  
☆ 消臭剤、脱臭剤など  
☆ 日用品など  
☆ 建材、家具、家電用品など  
☆ 家畜、ペット用品  
☆ 植物活性用  
☆ その他  

 茶は飲用だけでなく、食品素材として、さらには機能性成分を活かした
様々な飲食料以外にも利用され、新しいビジネスを創造している
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13

茶として利用 水出し茶、各種発酵茶、新香味茶、ギャバロン
茶、低カフェイン茶、濃縮茶、混合茶 など

14

飲用形態を変えて利用 ドリンク茶、ティバッグ、インスタン
トティ、粉末茶(食用、即席飲用、
酒割用)、カード茶、錠剤茶、カプ

セル茶、茶ワイン、緑茶酒、ス
ポーツ飲料、カテキン粉末 など

15

食品・食用として利用
～形態を変えて食用～

いしびき茶、食べる茶、茶のふ
りかけ、ペースト茶、佃煮 など

16

食品・食用として利用
～食品素材・食品～

「素材」
フレーバー、エキス、多用途茶

「食品」
茶そば、茶団子、茶かゆ、茶か
まぼこ、ハム、茶料理、ジャム、
食用油、ドレッシング、マヨネーズ

17

食品・食用として利用
～菓子類など～

茶飴、茶羊かん、茶入り菓子、
クッキー、パイ、サブレ、カステラ、
プリン、ガム、キャンディー、チョ
コレート、アイスクリーム など

18

飲食料以外に利用
～衣料、医療、化粧など～
衣料用；シーツ、タオル、シャツ、靴下、寝具、のれん など
医療用；消臭シーツ、消臭カバー、紙おむつ、マスク など
化粧品、石鹸用；化粧品、化粧水、スキンクリーム、洗顔

パック、石鹸、シャンプー、リンス、入浴
剤、歯磨き粉、虫歯予防剤 など
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19

飲食料以外に利用
～消臭剤、脱臭剤、日用品など～

消臭、脱臭剤：トイレ用、冷蔵庫用、消臭スプレー、除菌シート等
日用品など：ノート、ティッシュ、トイレットペーパー、うちわ、スリッパ等

20

飲食料以外に利用
～建材、家具、ペット用品、その他
～建材、家具、家電用品；塗料、ワックス、抗菌畳、空気清浄機、布団乾燥機
家畜、ペット用品；ペット用飼料、卵、豚、さなかの肉質改善、脱臭剤
その他；植物活性用、植物活力剤、土壌改良剤、酸化防止剤など

～茶殻活⽤法の昔と今～

備長炭
0
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300,000

24時間後 24時間後

10 10

今の茶殻活⽤法

醤油・みりん・砂糖などを加えて炒める

と ほろ苦い茶殻の佃煮ができます。

醤油・お酢・かつお節などをかけると⼿

軽 に茶殻のおひたしができます。

回覧板を作

成して、住⺠
に茶殻回収

を呼びかけ
ていました。

回収した茶殻を⾺のエサ

としても活⽤していました
。

茶殻を畳に撒いて掃除することでホコ

リ などが舞うことなく、絡め取ってくれま
す。

豚糞などと混ぜることで臭いの抑え

ら れた堆肥になります

茶殻は、古来より畳の掃除、佃煮や鉄器の錆び取りな

ど 様々な利活用が行われていました。

茶殻にはカテキンなどの有効成分が多く残存していること、
抗菌効果や消臭効果など機能性があることが知られていました

。 そして、現代では茶の機能性を活かした

高付加価値の持つ工業製品も誕生しています。

栽培 製造 茶殻

昔からの茶殻活用法に加えて、紙・樹脂・
ボードなど様々な日用品に茶殻を配合した
工業製品も開発されています。

昔ながらの茶殻活⽤法
茶殻を有効に活用しようと茶殻を食べたり、
エサに使用したり、掃除に使用したりなど

あらゆる場面で生活の知恵が生み出されていました。

茶殻を樹脂に練り込んだ板材の
抗菌効果を測定

備長炭・竹炭・茶殻の
アンモニア消臭率の測定

⼯業製品への
茶殻リサイクル

●茶の機能性を活かした製品開発
●CO2を吸収した茶葉（茶殻）の製品中への固定技術

紙
製
品

樹
脂
製
品

建
材
・
そ
の
他

お茶入りダンボール佃 煮 おひたし

畳 掃 除

茶殻の回収システム・馬の飼料

堆肥

MRSA 白癬菌

茶葉 茶殻 茶葉 茶殻

※茶殻：茶葉１０ｇ／Lを抽出（８０℃／５分間）して分析

茶殻の持つ効果・効能
茶葉と茶殻の成分比較

カテキン テアニン お茶入り封筒 茶殻入り紙ナプキン 茶殻配合紙ノート 茶殻入りあぶらとり紙

ミズノ（株） セロン⼯業（株）ジェイフィルム（株）中央化学（株） （株）⼭佳化成

お茶入りベンチ お茶入りフィルム 人工芝充填材
Field Chip「Greentea」

お茶入りプランター 足つぼマット

ニチハ（株） （株）⽇本香堂チヨダウーテ（株）（株）北⼀商店

（株）ワンウィル サ

ンロック⼯業（株）

お茶入り畳：さらり畳 お茶入りせっこうボード 茶殻入りデザインウォール 茶殻入り線香 茶殻配合シート

溝端紙⼯印刷（株） アピカ（株）（株）イムラ封筒レンゴー（株） （株）ウチダ

RTD抽出後の茶殻の利用 仕上げ茶33,000ｔ⇒茶殻65,000t 想定

豊富なタンパク質(24%)、ビタミンE、カテキンなど未利用資源も多い

資料：㈱伊藤園

・ 「高性能茶園用病害虫クリーナー」の利用

・ 「整せん枝技術」等の総合防除体系の構築

・ 「マルチセンサー」による有機質肥料の効果的養分供給技術

・ つる性雑草等の難防除雑草の総合的雑草管理システムの開発

・ 耐病虫性・多収性品種の導入

＜茶園用病害虫クリーナーの開発＞ ＜茶株面等のつる性雑草防除技術の開発＞

有機栽培の推進

・生産者や民間企業が開設している農産物販売サイトを活用した販売の推進

・生産者組織が運営する直売店、道の駅、高速道路ＳＡでの販売の拡大

・縁側カフェ、茶園テラスなど景観等を生かした観光と販売

・茶園オーナー制度を活用した作業体験や茶の飲み比べによるファンの創出

＜ティーペアリング＞＜茶畑ティーテラス「茶の間」＞

茶生産を活用したコト消費への対応 ～6次産業化～

＜縁側カフェ＞

縁側カフェをより有効に活用
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・旅行業者と連携した足柄茶の観光向け商品や体験型プログラムの開発

・観光団体等と連携したティーツーリズム･ガストロノミーツーリズムの情報発信

・県内外のホテルや旅館、飲食店等と連携したティーペアリング等のサービスの拡大

・県内外の茶専門店等と連携した茶のサブスクリプションの推進

・茶生産者の強みを活かした茶畑オーナー制の拡大

観光や飲食業等と連携した多様なサービスの拡大
観光客は足柄茶を飲んだり、土産物として購入するほか、手摘みや急須を用いて本格

的に美味しい茶を淹れる呈茶体験などを行う「コト消費」の潜在的需要があることから、

旅行業者と連携したティーツーリズム･ガストロノミーツーリズムの商品化、ホテルや

旅館、飲食店等と連携したティーペアリング等の多様なサービスの展開を促進する。

観光や飲食業とのコラボ お茶とガストロノミーツーリズム

サブスクも盛ん ふるさと納税への対応も

３７００/3本

500円/本

低カフェイン濃縮茶
7230円/本 1296円/本

高級ペットボトルも話題に

ペットボトル茶とボトルティー
の狭間の戦略
⇒濃縮方向
⇒旨味の買いやすさ方法

各種H.P.から引用

29

ティーバッグも増加、多彩に変化(遊び心、高級化路線も重要)

各種H.‘P.から引用

フレーバードティも人気

・香り
・かわいさ
・面白さ
・話題性
・多種類
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茶氷とは

日本三大銘茶と名高い静岡茶を使っ
たかき氷のこと。

参加店は静岡県全域の製茶問屋や
カフェなど61軒で、7月から9月末を
中心に登場する。

茶葉の種類やレシピのアイデアも個
性豊かだ。

茶氷もブームになってます 高級茶の飲用の場を広げよう
～ボトルティは面白い～

☆最高の旨味抽出が可能
☆誰でもが同じ味で出せる
☆演出が可能
☆付加価値向上

Matchaも世界的なブームに 茶の間もブーム

ヌン活も愉しみ
これからのお茶に期待されるものは？

お茶は冷蔵庫から
(ライバルは麦茶、ミネラルウオーター)

喉の渇きを満たすだけなら水でも良い
心の渇きを癒すためにはお茶が良い

生活を豊かに
するお茶

健康

体に良い

こころ

Happy

現状

簡便・飲料化
するお茶

簡便化
体の健康補助にはサプリでも事足りるが
それでHappyになれますか？

・トクホ
・機能性表示
・機能性強化茶

こだわりのお茶
・愉しみ、・差別化、・希少性、
・機能性、・高級化、・ストーリー

性 など、

簡便化


